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１．はじめに 

新潟国道事務所では、新潟県の人口の6割が集中する新

潟県下越地方と、政令指定都市である新潟市を管内として

いる。管内道路の特徴は、全国第2位の交通量を誇る新潟

バイパスをはじめとするバイパス群や、山形・福島県等と

の地域間交流を担う幹線道路等、5路線（国道7号、8号、

49号、113号、116号）約236kmを管理している。 

これらの路線は新潟都市圏の経済や地域の生活、発展を

支える重要な道路となっており、雪寒対策についても道路

の役割、構造に応じて様々な対応を求められている。 

新潟国道事務所では、ハード、ソフト両面で雪寒対策を

行っているが、本稿では、冬期の道路交通確保に向けたソ

フト面での対策の一つである広報活動に関する報告を行う。 

 

図１ 新潟国道事務所管内図 

 

２．Twitterの統合 

 新潟国道事務所では、新潟市街地主要バイパスの通行に

役立つ情報（事故・暴風雪）をお知らせする「新潟国道バ

イパス_道路情報板」と冬期における管内の道路情報をお

知らせする「新潟国道事務所雪みち情報」の2つのTwitter

アカウントがあった。2つのアカウントによる情報発信は

利用者目線では分かりづらい等の問題があったため、令和

3年10月8日（金）にこれらのTwitterアカウントを統合し

「みちナビ にいがた（@mlit_niikoku_SS）」として運用

を開始した（図２）。アカウントを統合するだけでは、広

く情報が届かないため、先ずはフォロー数を増やす取組み

を行った。Twitterアカウントを統合したことをお知らせ

するビラを作成し、様々なイベント等で周知した（図３）。

さらに、Twitterプロモアカウント広告を令和3年11月19日

～令和4年1月19日に実施し、フォロー数の獲得を行った。

これらの結果、フォロー数は3,117人増加（統合時点：

9,783人、令和4年2月時点：12,900人）し、現在では約1.5

万人の方にフォローしていただいている。これは、

Twitterアカウントを持っている全国85以上の事務所（河

川国道事務所や国道事務所）の中で3番目に多いフォロー

数である。（1位は静岡国道事務所約2.1万人、2位は長野

国道事務所約1.6万人） 

このみちナビにいがたのアカウントにおいて、冬期前

には、Twitterの投票機能を活用し、冬用タイヤへの交換

状況のアンケートを実施した（図４）。冬用タイヤへの交

換を周知し、道路交通確保に繋がるよう努めた。 

また、交通量が多く情報の需要が高い新潟バイパス等

について、事故情報など最新の道路情報やライブカメラ映

像を高頻度で投稿するよう努めた（図５）。 

 今後も、広く情報が伝わるようフォロー数を増やすとと

もに、利用者が視覚的にイメージできるよう添付画像や動

画を工夫する等、的確に情報を届けられるようにTwitter

を運用していく。 

 

図２ みちナビ にいがたへの統合イメージ 

 

 

図３ みちナビ にいがたの周知ポスター 
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図４ Twitter投票機能を活用したアンケート 

 

  

図５ 冬期の道路状況をリアルタイムにTwitterに投稿 

 

３．冬期除雪PR動画の作成 

 新潟国道事務所における冬期の道路交通確保について、

一般の方に広く知ってもらうきっかけの一つして、令和3

年12月8日（水）に「雪道の安全を目指す除雪作業（冬期

広報動画）」をYouTubeに公開した。令和4年10月時点で、

再生回数が75.3万回を超え、高評価が50件ついている。

また、平均視聴時間は56秒（動画の長さは約60秒）と、

最後まで視聴する人が多いという特徴もある。 

併せて、冬期道路利用の安全意識向上を目的とし、こ

の動画をYouTube広告としても活用した。（12月8日～2月

7日：2ヶ月間）広告の視聴数は746,702と想定数の1.12倍

（想定数は昨年の結果を参考）となり、動画終了後、ゆ

きみちポータル（後述）へと誘導されるクリック数は779

となった。 

今後も動画の特性を活用し、道路利用者が求める情報

や道路管理者が知ってもらいたい情報等を発信していき

たい。 

 

図６ YouTube動画キャプチャー画像 

 

図７ YouTube動画分析画面 

 

４．ゆきみちポータルの開設 

 気象情報や道路情報、公共交通機関の運行情報等は、

各機関が個々に発信しており、利用者は様々な情報サイ

ト等を訪問し情報を得る必要があり、緊急的な場面では

煩わしさがある。 

そこで、新潟国道事務所では令和3年12月8日（水）に

雪みち通行に役立つ情報をひとつにまとめたポータルサ

イト「ゆきみちポータル」を開設した（図８）。国、県、

市、気象庁や各交通機関等が発信する気象情報や道路交

通情報、公共交通情報等、37のwebページをまとめたサイ

トであり、地域住民が各機関の発出する雪に関する情報

をスマホ等でも手軽に入手しやすくした。これにより、

各機関の情報に簡単に素早くアクセスでき、外出前に交

通手段等を事前に選択する一助となった。 

このサイトは開設から1ヶ月で1.2万回のアクセスがあ

り、新潟国道事務所のホームページ内で4番目に多く見ら

れたページとなった（図９）。 

また、このポータルサイトをまずは知ってもらうこと

が重要と考え、新潟県民に人気の月間訪問数111万人を記

録するブログメディア「にいがた通信」を運営するライ

ター・ガタ子さんに取り上げてもらい、広く知ってもら

うきっかけとなった（図10）。 

今後は37のリンク先の内、どのwebページが人気だった

か等、測定・分析し、様々な意見を集約しながら、ポー

タルサイトを強化していきたい。 



 

図８ ゆきみちポータルへの集約イメージ 

 

 

図９ ホームページ分析画面 

 

 

図10 ガタ子さんに紹介された記事 

 

 

５．短期期間の集中的な大雪時の行動変容の取組み 

 冬期の道路交通確保をするためには、道路管理者だけ

でなく、道路利用者のご理解とご協力が必要不可欠であ

る。1台でも、1人でも車両滞留に遭遇しないよう、新潟

国道事務所では、大雪が予想される場合、不要不急の外

出を控えることを呼びかけるポスターを作成した（図

11）。ポスターは、道の駅やトラック協会、所轄警察署

等で掲示し、Twitterでも画像を添付し投稿することで、

道路利用者に呼びかけた。（図12） 

今後も、関係自治体のSNS等の広報ツールも活用して、

大雪時の利用抑制や広域迂回等の社会全体の行動変容に

取組んでいく予定である。 

 

図11 大雪時の行動変容を促すポスター 

 

  

図12 大雪時の行動変容を促す内容をTwitterで投稿 

 

 

 

 

 



６．道の駅保内とのタイアップ 

 令和3年10月23日（土）、24日（日）に新潟国道事務所

管内にある道の駅保内において、「保内BOUSAIガーデン」

が開催された。新潟国道事務所も以下の目的から参加し

た。 

① 冬期の安全確保や、道路の整備・メンテナンス等の

防災の取組み等、人々の安全・くらしを支えている

建設業の実態を、地域の方々に身近に感じてもらう 

② 建設業のイメージアップや担い手確保の促進、道路

事業への理解向上 

当日は、除雪機械や除雪技術、道の駅の防災機能につ

いての説明や、除雪機械への乗車体験を行った（写真１、

２）。来場者数は23日(土) は1,330人、24日(日)は 2,058

人であり、普段知ることができない除雪作業の様子や、

除雪機械への理解が深まったと来場者の意見があり、一

定の目的を達成できたと考える。 

今後も、様々なイベントを活用し、冬期道路交通確保

の取組み等を広く知ってもらうえる広報を実施していく

予定である。 

 

 

図13 保内BOUSAIガーデン周知ポスター 

 

 

写真１ 除雪機の展示 

 

写真２ 除雪機への体験乗車の様子 

 

７．おわりに 

近年、24時間降雪量の増大、積雪深さの観測史上最大

の更新等、短期間で局所的に大雪が発生する等、雪の降

り方が変化している。これに伴い、幹線道路における大

規模な車両滞留や公共交通機関の運休が多数発生すると、

国民生活や物流、企業活動に多大な影響を及ぼす。 

大雪時の道路交通確保に向けて、出控え等の要請や冬

道を走行する際のチェーン等の装備の備えなど、道路利

用者や地域住民等の社会全体の取組み強化が益々重要と

なる。 

新潟国道事務所では、今後も様々なツールを利用した

広報により、冬期の道路交通確保に貢献していきたい。 


